
２０３０年に向けた新成長戦略

中外製薬株式会社
代表取締役社長ＣＯＯ 奥田 修



環境変化見通しと事業への示唆

財政影響により厳しい薬価政策とＶＢＨＣ＊の流れは一層加速

科学・技術・顧客の変化は当社にとって多くの機会あり

環境変化見通し 事業への示唆

科学・技術
の変化

▶ 新モダリティは医薬に対し補完的
（≠破壊的）

▶ デジタル技術で事業モデル/競争優位が
変化・新たな価値創造の機会

▶ 医薬品が不変のコア事業
▶ 競争優位性のあるモダリティ獲得
▶ ＤＸによる各機能のオペレーションモデル変革
▶ インサイトビジネスの機会探求

顧客の変化

▶ 患者・Ｐａｙｅｒの影響力増大
▶ 顧客のデジタル受容度加速
▶ ＲＷＤ分断によりヘルスケア市場の

情報産業化は難航

▶ 多元的なバリューストーリーの構築・提供
▶ デジタル活用による顧客エンゲージメントモデルの

再構築

市場の変化
▶ 薬剤費抑制加速、ＶＢＨＣ＊の流れは

不変

▶ 米国が牽引、中国の重要度増

▶ 真に価値あるＦＩＣ/ＢＩＣ創出と価値証明の追求

▶ 成長市場の機会取り込み

＊ＶＢＨＣ （Ｖａｌｕｅ Ｂａｓｅｄ Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ）：患者さんにとって、真に価値が証明できた医薬品やソリューションだけが選ばれる医療



環境変化見通しと事業への示唆

科学・技術の変化

環境変化見通し 事業への示唆

医薬品が不変のコア事業

ＤＸによる各機能の
オペレーションモデル変革

▶

▶

▶

▶ デジタル技術で事業モデル/
競争優位が変化・新たな
価値創造の機会

新モダリティは医薬に対し
補完的（≠破壊的） 競争優位性のあるモダリティ獲得▶

インサイトビジネスの機会探求▶



環境変化見通しと事業への示唆

顧客の変化

環境変化見通し 事業への示唆

多元的なバリューストーリーの
構築・提供

デジタル活用による顧客
エンゲージメントモデルの
再構築

▶

▶

▶

顧客のデジタル受容度加速▶

▶ ＲＷＤ分断によりヘルスケア
市場の情報産業化は難航

患者さん・Ｐａｙｅｒの影響力増大



環境変化見通しと事業への示唆

＊ＶＢＨＣ :  Ｖａｌｕｅ Ｂａｓｅｄ Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ
患者さんにとって、真に価値が証明できた医薬品や
サービスだけが選ばれる医療

環境変化見通し 事業への示唆

真に価値あるＦＩＣ/ＢＩＣ創出と
価値証明の追求

成長市場の機会取り込み

▶

▶

市場の変化

▶

▶ 米国が牽引、中国の重要度増

薬剤費抑制加速、ＶＢＨＣ＊の
流れは不変



ミッションステートメント

存在意義
Ｍｉｓｓｉｏｎ

革新的な医薬品とサービスの

提供を通じて新しい価値を

創造し、世界の医療と人々の

健康に貢献します

目指す姿
Ｅｎｖｉｓｉｏｎｅｄ Ｆｕｔｕｒｅ

ロシュとの協働のもと、

独自のサイエンス力と技術力を核として、

患者中心の高度で

持続可能な医療を実現する、

ヘルスケア産業の

トップイノベーターとなります

価値観
Ｃｏｒｅ Ｖａｌｕｅｓ

患者さん一人ひとりの健康と幸せを

最優先に考えます

自らを磨き、新たな発想で、

イノベーションを追求します

常に誠実な行動で、社会の期待に応えます

患者中心

フロンティア精神

誠実



２０３０年トップイノベーター像

Ｅｎｖｉｓｉｏｎｅｄ Ｆｕｔｕｒｅを２０３０年に中外製薬が到達するべき姿として具現化

世界最高水準の創薬力を有し、
世界中の患者が

「中外なら必ず新たな治療法を
生み出してくれる」と期待する

世界の患者さんが
期待する

世界の人財とプレーヤーを
惹きつける

世界中の情熱ある人財を惹きつけ、
ヘルスケアにかかわる
世界中のプレーヤーが

「中外と組めば新しい何かを
生み出せる」と想起する

世界のロールモデル

事業活動を通じたＥＳＧの

取り組みが評価され、

社会課題解決を

リードする企業として世界の

ロールモデルになっている

ロシュとの協働のもと、引き続き「革新的新薬」を事業のコアに据えながら、
製薬企業に限らず多様なプレーヤーがイノベーションに挑戦する世界の
ヘルスケア領域においてトップクラスのイノベーターを目指す。

私たちが目指す「ヘルスケア産業の
トップイノベーター」の意味合い



２０３０年トップイノベーター像

世界最高水準の創薬力を有し、

世界中の患者さんが

「中外なら必ず新たな治療法を

生み出してくれる」と期待する

世界の
患者さんが
期待する



２０３０年トップイノベーター像

世界中の情熱ある人財を惹きつけ、

ヘルスケアにかかわる世界中の

プレーヤーが「中外と組めば

新しい何かを生み出せる」と想起する

世界の人財と
プレーヤーを
惹きつける



２０３０年トップイノベーター像

事業活動を通じたＥＳＧの取り組みが

評価され、社会課題解決をリードする

企業として世界のロールモデルに

なっている

世界の
ロールモデル



２０３０年トップイノベーター像実現に向けた新成長戦略

『Ｒ＆Ｄアウトプット 倍増』・『自社グローバル品 毎年上市』

世界最高水準の創薬 実現

▶

▶

▶

先進的事業モデル の構築

▶

▶

▶

Ｋｅｙ Ｄｒｉｖｅｒｓ ＤＸ*▶ ＲＥＤ** ＳＨＩＦＴ▶ Ｏｐｅｎ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ▶

＊DX ：Digital Transformation

＊＊ＲＥＤ：Ｒｅｓｅａｒｃｈ （研究） とＥａｒｌｙ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ （早期開発） の総称

独自の創薬アイディアを具現化する既存技術
基盤の拡張と新規技術基盤の構築

Ｒ＆Ｄアウトプット倍増により毎年自社
グローバル品上市

デジタル活用およびグローバル先進プレーヤー
との連携強化によるイノベーション機会の加速

デジタルを核としたモデル再構築による
患者価値・製品価値の飛躍的向上

バリューチェーン全体にわたる生産性の飛躍的
向上

医薬品の価値最大化と収益の柱を目指した
インサイトビジネスの事業化



新成長戦略ロゴ・ストーリー

２０３０年のトップイノベーター像実現に向けた新成長戦略の名称

「ＴＯＰ I （トップアイ）２０３０」。

“ＴＯＰ”には、「日本ではなく世界のトップイノベーター」 を目指す想いが込められ、

“Ⅰ”には、「イノベーター」 に加えて 「私=Ⅰ」 という２つの意味が重ねられている。

多様なプレーヤーがイノベーションに挑戦する

世界のヘルスケア領域において

トップクラスの 「イノベーター」 になります。

イノベーターの “Ⅰ”

価値創造の原動力は、「人」であり、

私たち一人ひとりが 「ＴＯＰ I ２０３０」 の

実現を目指す中外の主役です。

私の “Ⅰ”



トップイノベーター像実現に向けた５つの改革

▶ 独自の創薬アイディア

を具現化する既存技

術基盤の拡張と新規

技術基盤の構築

▶ デジタル活用およびグ

ローバル先進プレイ

ヤーとの連携強化に

よるイノベーション機

会の加速

①創薬
① 創薬

▶ ヒト予測の高度化や

複数疾患同時開発等

による製品価値早期

最大化

▶ デジタルを活用した先

進的且つ効率的な臨

床開発オペレーション

の実現

② 開発

▶ 競合優位な中分子生

産技術の確立

▶ 世界最高水準の抗体

製薬技術の確立と開

発スピードの実現

▶ デジタル・外部を活用

した効率的な生産体

制の構築

③ 製薬

▶ デジタルを活用した

革新的な顧客エン

ゲージメントモデル構

築による顧客価値最

大化

▶ 独自のエビデンス創

出による更なる個別

化医療の実現

④ Ｖａｌｕｅ Ｄｅｌｉｖｅｒｙ

▶ イノベーション創出を支える人財獲得、人事制度・最適組織体制の構築と運用

▶ ＣＨＵＧＡＩ ＤＩＧＩＴＡＬ ＶＩＳＩＯＮ ２０３０実現

▶ 地球環境対策の実行

▶ 質と効率を両立するクオリティマネジメント

▶ インサイトビジネスの事業化模索

⑤ 成長基盤



５つの改革 ① 創薬

独創的な創薬アイディアを具現化する創薬技術基盤強化に加え、
デジタル強化・外部連携の促進によりアウトプット倍増を狙う

創薬の起点独創的な創薬アイデア

マルチモダリティ技術

マ
ル
チ
モ
ダ
リ
テ
ィ
創
薬

ＡＩを活用した創薬・次世代ラボオートメーション・
中外ライフサイエンスパーク横浜

Ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃ Ｍｏｄａｌｉｔｙ/Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ

Ｄｒｕｇ-Ｗａｎｔｓ

Ｂｉｏｌｏｇｙ-Ｗａｎｔｓ

臨床開発候補品

狙いたい標的や薬理作用

創薬に持たせたい作用機序やプロファイル

世界トップレベルのモダリティ／技術から最適な手段を選択

基盤

外部連携
中外が所有していない

Ｗａｎｔｓ
（科学・技術） を

外部から取り込み

低分子 中分子 抗体 新規 ロシュ保有 生産性

向上

アウトプット

倍増

Ｒ＆Ｄ



大いなる挑戦としての中分子創薬

中分子創薬を成功させることで、これまでの低分子・抗体でできなかった治療を
実現できる可能性があり、トップイノベーター像実現の鍵となる

中外の目指す中分子技術の競合優位性
従来技術では困難であった細胞内タフターゲット（タンパク）を標的にできる

細胞

低分子

中外の
中分子

抗体
細胞外
標的

細胞内
標的

細胞内
タフターゲット

＊Ｕｎｍｅｔ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｎｅｅｄｓ

患者さんへの提供価値

細胞内にアクセス可能

経口投与可能

抗体並みの結合力

多様なライブラリー
構築プラットフォーム

既存モダリティでは
解決できない
ＵＭＮ＊への
ソリューション



５つの改革 ② 開発

デジタルの活用により業務効率化と成功確率を向上させ、
製品価値を最大化できる世界トップレベルの臨床開発モデルを実現

早期
開発

後期
開発

成功確率向上

製品価値最大化

オペレーション
モデル変革

▶ 生体反応の精緻な理解とＭ＆Ｓ＊

やヒトオルガノイド構築など革新的
技術を活用したヒト予測性向上

▶ ＱＯＬ/Ｔｒｕｅ ｅｎｄｐｏｉｎｔの早期
実証

▶ 候補疾患早期特定による複数
適応同時開発

▶ デジタル活用によるモニタリング・
管理業務効率化

向上
臨床成功確率

前倒し
適応拡大

倍増
生産性

＊ Ｍ＆Ｓ:Ｍｏｄｅｌｉｎｇ ＆ Ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎ



５つの改革 ③ 製薬

創薬アイディアを医薬品の形にする世界水準の技術と、
高いコスト競争力を兼ね備えたトップイノベーターに相応しい製薬機能の実現

早期
開発

生産

世界水準
技術の追求

コスト
競争力の追求

▶ 創薬との連携を強化、最先端技術
を駆使し中分子・高活性物質等の
高難度の薬物に対応

▶ 世界最高水準の抗体製薬技術の
進化と開発スピードの実現

▶ 生産技術機能強化とコスト効率化
を両立する生産体制確立

▶ セカンドサイト戦略遂行、デジタル・
ロボティクスの活用による生産性
極大化

競争力ある

抗体開発期間

抗体を中心とする

製造技術確立

世界水準の

世界水準の

生産技術と生産性

原価低減



５つの改革 ④ Ｖａｌｕｅ Ｄｅｌｉｖｅｒｙ

個別化医療エビデンス創出と革新顧客エンゲージメントモデルにより
高度な価値提供を少数精鋭で実現

革新的な
製品

新たな
価値の
創造

価値提供
モデルの

進化

Ｐｅｒｓｏｎａｌｉｚｅｄ Ｍｅｄｉｃａｌ ＆ Ｓａｆｅｔｙ Ｃａｒｅの実現

患者中心の
医療に向けた

高度な
価値提供の

実現

▶ 効率的なエビデンス創出体制

▶ 有効性・安全性予測バイオマーカー開発

新顧客エンゲージメントモデル確立

▶ リアル・リモート・デジタル最適活用による迅速・
的確な価値提供

▶ 新たな顧客データベース・情報プラットォーム構築

資源シフト・デジタル活用

▶ 成長領域への資源シフト

▶ バックオフィス機能改革

▶ フィールド要員最適化

▶ 流通政策の高度化



５つの改革 ⑤ 成長基盤

イノベーション創出に必要な成長基盤を強化し、バリューチェーンを進化

① 創薬 ② 開発 ④ Ｖａｌｕｅ
Ｄｅｌｉｖｅｒｙ

③ 製薬

⑤ 成長基盤

人・組織人・組織

▶ 新人事制度徹底運用

▶ 高度専門人財の獲得

▶ 「新しい働き方」実現

▶ Ｄ＆Ⅰの継続的な推進

人・組織デジタル

▶ デジタルを活用した
革新的な新薬創出

▶ 全てのバリューチェーン
効率化

▶ デジタル基盤の強化

人・組織環境

▶ 気候変動対策・循環
型資源利用・生物多
様性保全の実行

クオリティ

▶ 次世代クオリティ
マネジメント手法の獲得

▶ 高い生産性の実現

インサイトビジネス

▶ インサイト創出技術
検証・拡大による
ケイパビリティ構築と
事業化模索



新たな経営計画の考え方

アジャイルに戦略・計画を見直し更新していくために全社３年の中計は廃止

ＴＯＰ Ⅰ ２０３０目標・中期マイルストン・単年度計画の３つで計画の妥当性を確認

足元進捗の上振れ・下振れによって
マイルストンは柔軟に修正
３０年到達目標は変更せず

目標

到達点

２０３０年

ＴＯＰ Ⅰ ２０３０達成に向けた戦略遂行上、当
面見通す目標。戦略に応じて３～５年を目安

中期マイルストン

中期マイルストンを達成が見えてきた
時点で設定する、新たなマイルストン

新・中期マイルストン

ＴＯＰ Ⅰ ２０３０ 目標・中期
マイルストンとの関係を意識し設定

単年度計画（約束成果）

現在地

新成長戦略
目標



２０２１年の重点方針

• 主力品市場浸透の加速

• 新製品市場導入の成功

• 流通政策の高度化

成長ドライバー
価値最大化

• 承認・申請計画の着実な達成

• 自社Ｐｏｓｔ-ＰｏＣ品の成長ドライバー化

• 中分子プロジェクトのＰ１試験開始・中分子プロジェクト拡充

• 自社Ｐｒｅ-ＰｏＣ品価値証明

• 創薬プロジェクトの連続的創出

Ｒ＆Ｄアウトプット
の持続的な創出

• 全バリューチェーンでＤＸの加速

（ＡＩ創薬・臨床予測性・臨床/製薬オペレーション・

顧客エンゲージメントモデル・ＤＸ基盤）

ＤＸの加速

• イノベーション創出を支える事業基盤強化

（人財マネジメント・インサイトビジネス・ＥＳＧ・構造改革）事業基盤強化



まとめ

２０３０年のトップイノベーター像実現に向け、新成長戦略 「ＴＯＰ Ⅰ ２０３０」 をスタート

① 創薬、② 開発、③ 製薬、④ Ｖａｌｕｅ Ｄｅｌｉｖｅｒｙ、⑤ 成長基盤の改革に取り組む

アジャイルに戦略・計画を見直し更新していくために全社３年の中計は廃止

２０２１年は
① 成長ドライバー価値最大化、② Ｒ＆Ｄアウトプットの持続的な創出、
③ ＤＸの加速、④ 事業基盤強化を推進
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